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月
に
成
立
し
た
法
律
に
よ
っ
て
、
実
演
家
は

「
多
数
使
用
者
の
も
と
で
断
続
的
に
働
く
勤

労
者
」
と
し
て
全
て
の
社
会
保
障
制
度
の
恩

典
に
浴
し
て
い
る
。
家
族
手
当
、
失
業
保
険
‘

有
給
休
暇
手
当
等
も
I
.
(
F
I
A
（
国
際
俳
優

連
合
）
総
会
に
お
け
る
フ
ラ
ン
ス
舞
台
芸
術
家
組

合
事
務
局
長
ロ
ペ
ー
ル
・
サ
ン
ト
リ
ー
氏
の
戟
砦

一
九
七
一
・
七
・
ニ
こ

私
達
の
二
つ
の
お
願
い
I
i
せ
め
て
我
が
国

現
行
法
レ
ベ
ル
の
救
済
を
芸
能
人
に
も
与
え

て
欲
し
い
。

例
え
ば
、
通
勤
途
上
の
交
通
災
害
か
ら
仕

事
中
の
災
害
に
致
る
ま
て
、
同
し
災
害
を
共

に
受
け
て
も
、
職
員
は
法
に
よ
っ
て
彼
の
家

族
の
未
来
に
致
る
ま
て
保
護
さ
れ
て
い
る
か
、

芸
能
人
は
捨
て
お
か
れ
て
い
る
。

国
際
的
に
も
高
レ
ヘ
ル
の
労
働
・
社
会
保

障
関
係
現
行
法
に
よ
る
保
護
を
ま
ず
お
願
い

し
た
い
。

そ
の
二
は
、
芸
能
人
年
金
に
対
す
る
国
の

援
助
を
お
願
い
し
た
い
。

芸
能
人
皆
年
金
、
或
い
は
、
年
金
の
ス
ロ

ー
ガ
ン
「
い
つ
ま
て
も
心
お
き
な
く
い
い
仕

事
を
す
る
た
め
に
」
と
い
う
内
容
に
達
す
る

た
め
に
は
一
社
団
の
力
て
は
余
り
に
も
遠
き

道
の
り
、
国
の
お
力
に
よ
ら
ね
ば
な
ら
な
い
。

「
芸
能
は
社
会
的
行
為
」
と
は
前
述
し
た

か
、
以
上
二
つ
の
お
願
い
は
ド
メ
ス
テ
ィ
ソ

ク
に
は
社
会
へ
の
甘
え
て
あ
ろ
う
か
？
c

人年金一覧

□□：：ロニ：ロロ／
現況・（昭和51年 5月 7日現在）

加入者数＝1,502名

加入口数＝6,455口（平均口数＝3.7口）

云 能

年

/‘ 
並

文 化庁

例， 40オで 5口加入すると、

65オから出る年金額は 359,400円になります。
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ま人昭払 るか済りも聴口 てるる部う
、でに和わ治歌‘的に‘くかいい重ス屋大，，先
生愛のね療舞そなもそ人自いた要夕俳き義頃
活さ初に費 伎の在薄のを已も ゜なツ優な太‘
とれ期なののこりい綽歓犠の ボフ‘見夫朝
税乍からた世と方現滋ば牲を ジ等さ出な日
金ららなめ 界 は に 状 に せ 的 創 シ‘らしど新
の‘戦いにだ伝問は対得にろ ョ歌にの深聞
た晩後軍愛 け統題‘しる結う ン舞‘も亥I] の
め年ま文用の 芸 は 社 て 作 集 と の伎裏とな月
に は て 的の問術あ会報品し‘ 入を方に後曜
キ死 □な 三題とる‘いをてそ 手成と‘継ル
ャの本邦味で呼と芸る倉lj‘れ 不立呼義者ホ°
バ床の楽線はば思能こリ観ぞ 足たば太難と
レに全演をなれう界と出るれ をせれ夫”い

1 つて奏売いてののか~し人の 論てて‘とう
出（の家り゜いだ経余て‘プ じいい大い欄

国
民
健
康
保
険
法
に
基
づ
く
助
け
合
い

東
京
芸
能
人
国
民
健
康
保
険
組
合

事
務
局
長
志
村
江
津
子

昔
か
ら
一
般
庶
民
の
生
活
に
、
楽
し
み
と

う
る
お
い
を
も
た
ら
し
、
も
て
は
や
さ
れ
た

芸
能
人
て
あ
る
か
、
杜
会
的
な
保
障
に
は
恵

ま
れ
ず
、
一
た
ひ
病
気
に
な
っ
た
場
合
は
大

変
み
し
め
て
、
仲
間
う
ち
同
志
奉
賀
帳
を
ま

わ
す
等
し
て
助
け
合
っ
て
い
る
と
い
っ
た
実

態
で
あ
っ
た
か
、
そ
れ
に
も
限
度
か
あ
り
、

あ
る
高
名
な
俳
優
の
病
中
、
死
後
の
家
族
の

困
窮
か
伝
わ
り
、
徳
川
夢
声
氏
を
始
め
有
志

か
集
り
、
発
起
人
と
な
っ
て
芸
能
人
の
た
め

の
国
民
健
康
保
険
組
合
か
、
昭
和
二
十
七
年

十
一
月
十
五
日
誕
生
し
た
。

そ
れ
ま
で
は
、
歌
舞
伎
、
新
劇
、
映
画
、

洋
楽
、
邦
楽
、
演
芸
、
洋
舞
、
日
本
舞
踊
等
、

横
の
つ
な
か
り
は
殆
ん
ど
な
か
っ
た
か
ら
、

こ
の
組
合
の
創
立
に
よ
っ
て
、
始
め
て
全
分

野
の
芸
能
人
が
―
つ
に
な
り
、
相
互
共
済
の

団
結
を
み
た
こ
と
に
な
る
。

0
事
業
内
容

国
民
健
康
保
険
法
に
基
き
、
被
保
険
者
の

疾
病
、
負
俗
、
出
産
又
は
死
亡
に
関
し
て
必

要
な
保
険
給
付
を
行
っ
て
い
る
。

特
に
公
営
国
保
に
は
な
い
、
一
般
健
康
診

断
、
人
間
ド
ッ
ク
等
常
に
健
康
管
理
に
留
意

す
る
と
共
に
、
保
養
所
へ
の
紹
介
、
組
合
直

営
の
北
軽
井
沢
山
荘
等
に
て
、
休
養
と
健
康

保
持
増
進
に
つ
と
め
て
い
る
。

0
組
合
の
運
営
経
費

国
と
都
か
ら
、
事
務
費
及
び
保
険
給
付
に

対
し
一
部
補
助
を
受
け
て
い
る
が
、
主
た
る

財
源
は
保
険
料
で
あ
る
た
め
、
益
々
上
る
医

療
費
に
、
少
し
で
も
被
保
険
者
の
負
担
を
軽

被保険者一人当り保険料及医療費の推移

羞
舟

派
を
続
け
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
隻
脚
の
喜
劇

名
優
等
々
、
有
名
無
名
を
問
わ
ず
か
か
る
例

は
私
の
周
囲
に
、
日
本
の
社
会
に
多
す
き
る
。

芸
能
人
年
金
の
創
設
11
芸
団
協
（
社
団
法

人
日
本
芸
能
実
演
家
団
体
協
騎
会
）
て
は
、

丁
度
―
―
一
年
前
の
昭
和
四
十
八
年
四
月
一
日
、

芸
能
人
年
金
共
済
制
度
を
創
設
し
た
。

こ
れ
は
、
芸
団
協
の
定
款
で
定
め
た
「
芸

能
実
演
家
の
活
動
条
件
の
改
善
を
行
な
う
こ

と
に
よ
っ
て
そ
の
地
位
の
向
上
を
図
り
、
も

っ
て
我
か
国
文
化
の
発
展
に
寄
与
す
る
」
と

い
う
目
的
（
定
款
三
条
後
段
）
を
実
現
す
る

た
め
に
「
芸
能
実
演
家
の
福
祉
を
は
か
る
た

め
の
事
業
」
と
あ
る
定
款
四
条
六
号
の
定
め

に
基
づ
い
て
二
年
半
の
研
究
と
準
備
の
の
ち

ス
タ
ー
ト
し
た
も
の
で
あ
る
。

こ
の
制
度
は
、
信
託
銀
行
の
受
託
に
基
礎

.

.

.
 。

を
お
い
た
加
―
入
者
の
程
立
に
よ
る
租
的
年
金

,

.

e

.

 

と
、
芸
団
協
か
支
え
る
自
家
共
済
の
二
本
立

て
の
ま
こ
と
に
さ
さ
や
か
な
制
度
で
あ
る
c

従
前
、
芸
能
界
に
お
い
て
は
、
共
済
ー
横

型
の
助
け
合
い
の
ス
タ
イ
ル
は
、
興
行
資
本

の
直
接
的
な
介
入
の
度
合
い
か
比
較
的
軽
い

寄
席
を
中
心
に
し
た
演
芸
の
世
界
に
細
々
と

見
ら
れ
る
た
け
で
、
他
て
は
、
造
ん
だ
も
の

で
も
、
生
命
保
険
会
社
の
団
体
保
険
を
利
用

し
た
も
の
か
み
ら
れ
る
に
過
き
な
い
。

一
般
社
会
で
も
“
年
｛
秤
と
い
う
言
葉
が

親
し
く
な
っ
た
の
は
こ
の
二
、
三
年
の
こ
と
、

ま
し
て
そ
う
し
た
概
念
に
不
案
内
な
芸
能
界

で
は
あ
っ
て
も
芸
能
人
年
金
の
加
入
者
は
す

で
に
一
、
七
五

0
名
を
越
し
た
。
目
的
と
す

る
芸
能
人
皆
年
壷
に
は
程
遠
い
か
、
毎
月
平

均
三
十
名
の
新
加
入
者
か
絶
え
な
い
し
、
確

実
に
制
度
は
動
い
て
い
る
。
最
高
で
七
万
七

千
円
と
い
う
僅
か
な
休
業
手
当
へ
の
礼
状
に
、

事
務
局
貝
の
目
に
涙
が
浮
か
ふ
こ
と
も
し
ば

し
は
だ
，

考
え
て
頂
き
た
い
1
1
芸
能
入
に
は
、
本
人

＿
二
割
負
担
の
図
保
と
、
六
十
オ
ま
て
掛
け
続

年

金

部

長

大

宮

悌

社
団
法
人
日
本
芸
能
実
演
家
団
体
協
議
会

rぷ
／

い
つ
ま
で
も
心
お
き
な
く
い
い
仕
事
を
す
る
た
め
に

芸
能
入
年
金
に
つ
い
て

被保険
保険 料 (IIJ) 療養の給付

年度
者数 組合貝その他 1人当り 1人当り ・1件当り 1件当 I) 受診率

lヶ月 1ヶ月年平均 翡用額日 数骰用額

1人） I Iq I (p;) （円） 国） (a I （円｝ (%1 
46 5,822 1,600 900 14,290 26,686 3 59 4,356 612,693 

47 5,415 1,800 1,000 16,0.55 33,017 3. 56 5,243 629. 677 

48 5,235 l,800 1,000 16,066 36,919 3 53 5,598 659 522 

49 5,041 2, ]00 1,200 18,997 50,116 3 43 7,587 660 504 
l 

50 
24, 7 18 60, 773 3 3.4 9,150 664. ~9）ロ

（推定）
4,782 2,800 1,500 

（推定） （椎定） （推定） （推

け
五
年
据
え
置
き
の
国
民
年
金
の
他
に
は
、

労
災
も
厚
生
年
金
も
失
業
保
険
も
退
職
金
も

何
も
用
意
さ
れ
て
い
な
い
の
だ
。

社
会
行
動
研
究
所
に
依
頼
し
て
芸
団
協
が

行
っ
た
実
態
調
査
に
よ
る
と
（
芸
団
協
資
料

蜘

1
芸
能
人
の
生
活
と
意
識
）
、
芸
能
人
の

年
収
の
平
均
は
ニ
―
―

1
0
万
円
で
あ
り
、
う
ち

二

0
0万
円
未
満
が
六
三
・
ニ
％
を
占
め
て

い
る
。
年
収
で
す
ぞ
。

文
化
財
は
保
護
さ
れ
る
べ
き
だ
1
1
現
今
、

文
化
財
は
保
護
さ
る
べ
き
、
と
は
中
学
生
で

も
常
識
で
あ
る
。
で
は
、
生
き
た
、
例
え
そ

れ
か
瞬
間
に
消
え
て
行
く
も
の
に
し
て
も
、

生
き
た
文
化
を
創
造
す
る
人
達
は
保
護
さ
る

へ
き
と
訴
え
る
の
は
、
そ
の
中
に
居
る
も

の
の
思
い
上
り
だ
ろ
う
か
？
芸
能
は
、
生

活
に
必
要
な
物
を
作
り
出
し
た
り
、
そ
れ
ら

を
交
易
し
た
り
、
そ
れ
ら
に
関
わ
っ
て
行
わ

れ
る
社
会
的
経
済
的
行
為
と
比
べ
れ
ば
、
人

類
生
存
の
た
め
の
第
一
次
的
行
為
と
は
云
え

な
い
だ
ろ
う

C

し
か
し
、
そ
れ
ら
に
関
わ
る
全
て
の
入
の

価
値
を
高
か
ら
し
め
る
行
為
と
し
て
、
社
会

の
中
に
欠
く
こ
と
の
出
来
な
い
も
の
と
な
っ

て
い
る
の
で
は
な
い
か
。
私
達
は
好
き
だ
か

ら
や
っ
て
い
る
か
、
客
観
的
に
は
、
芸
能
は

公
共
の
た
め
に
あ
る
の
で
は
な
い
か
？
グ

ロ
ー
バ
ル
に
み
れ
ば
、
芸
能
に
対
す
る
社
会

の
認
識
は
ど
う
も
そ
の
よ
う
に
進
ん
で
い
る

よ
う
だ
。
フ
ラ
ン
ス
で
は
一
九
六
九
年
―
ニ

く
す
る
た
め
、
毎
年
補
助
命
の
増
額
運
動
を

行
っ
て
い
る
。

0
加
入
の
資
格

芸
能
に
従
事
す
る
も
の
及
び
そ
の
家
族
で

東
京
都
（
島
し
ょ
を
除
く
）
神
奈
川
県
、
千

葉
県
及
び
埼
玉
県
に
居
住
す
る
者
と
な
っ
て

゜

＂る（
東
京
芸
能
人
国
民
健
康
保
険
組
合
・
中
央

区
銀
座
8
]
2
1
]
新
田
ビ
ル
電
話
五
七

一
ー
ニ
六
八
六
、
芸
団
協
が
、
文
化
庁
所
管

の
社
団
法
人
で
＇
，
ぎ
る
の
に
対
し
、
こ
ち
ら
は
、

厚
生
省
所
管
法
人
で
あ
る
。
芸
団
協
に
つ
い

て
は
、
本
誌
8
4
号
1
4
頁
参
照
）
。
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税額＝課税標準

{500円X(1-0.35) 

x詈｝ X0.15

0 .. 35はレコードの楊

合の控除額。これは

るので、

、 課税

標準を出す。 ー

ド

と

税

金

「
お
よ
げ
1
．
た
い
や
き
く
ん
」
の
歌
か
ヒ
ッ

ト
し
、
歌
謡
曲
か
窟
謡
か
の
問
題
か
起
き
た
。

歌
謡
曲
な
ら
ば
、
物
品
税
（
主
と
し
て
奢

修
性
、
娯
楽
性
、
装
飾
注
便
益
性
が
高
い

物
品
を
対
象
と
す
る
税
）
か
か
か
る
。
税
額

は

1
5
%
。

と
こ
ろ
か
童
謡
て
あ
れ
は
非
課
税
と
な
る
。

こ
れ
は
、
物
品
税
法
施
行
令
で
、
蓄
音
機
用

又
は
磁
気
音
声
再
生
機
用
の
レ
コ
ー
ド
の
う

ち
「
(

l

)

窟
謡
童
話
、
朗
読
、
宜
伝
文
、

報
案
内
文
、
通
信
文
、
探
訪
の
記
録
又
は
時
事

問
題
そ
の
他
の
杜
会
的
事
実
若
し
く
は
科
学

そ
の
他
の
警
俯
に
関
す
る
記
録
、
報
道
、
解

月庁
説
若
し
く
は
論
述
を
主
と
し
て
録
音
し
た
も

ヒ
の
」
は
非
課
税
と
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る

ィ

（
物
品
税
法
施
行
令
第
一
条
、
第
六
条
、
別

表
第
一
）
。

文

た
い
や
き
く
ん
が
三
百
万
枚
売
れ
て
、
一

枚
五
百
円
に
課
税
さ
れ
る
と
す
れ
ば

r

法
十

一
条
一
項
二
号
に
よ
り
製
造
工
場
か
ら
の
移

出
価
格
の

15
％
だ
か
ら
（
法
附
則
課
税
物

品

表

第

二

種

番

号

一

0
品
目
七
）
、
税

金
一
億
二
千
七
百
万
円
c

(22) 

童
謡
な
ら
〇
。
そ
の
差
か
大
き
い
か
ら
、

「
窟
謡
」
の
定
義
を
め
く
っ
て
時
々
、
レ
コ

ー
ド
会
社
と
税
務
署
の
も
め
る
の
も
無
理
は

な
い
か
、
こ
の
た
い
や
き
く
ん
は
、
童
謡
と

判
定
さ
仇
た

C

こ
の
歌
の
作
詞
家
高
田
ひ
う

お
氏
が
腐
謡
と
し
て
作
り
、
フ
ジ

r
v
の
幼

児
む
け
番
組
「
ひ
ら
け
I
ポ
ン
キ
ノ
キ
i
の

中
で
歌
わ
九
た
こ
と
か
ら
し
て
も
（
中
央
公

論
五
+
]
年
三
月
号
）
当
然
の
取
扱
い
と
思

わ
れ
る
。

テープの場合は税額か

10％でもり、控除は36%
1こなっているので、

(500円X(]-0.36) 

噌%} XO.I 

となる。

童

謡

レ

コ

文
化
庁
広
報
誌
「
文
化
庁
月
報
」
を
毎
号
御
愛
読
い
た
だ
き
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
c

本
誌
は

r

文
化
庁
施
策
の
正
確
な
広
報
を
目
的
と
し
て
発
行
し
て
ま
い
り
ま
し
た
か

r

最

近
文
化
関
係
の
方
々
か
ら
有
料
で
頒
布
を
し
て
ほ
し
い
と
の
御
要
望
か
出
て
ま
い
り
ま
し
た
。

つ
き
ま
し
て
は
、
こ
れ
ら
の
御
要
望
に
こ
た
え
、
内
容
の
い
っ
そ
う
の
充
実
を
図
り
、
広
く

文
化
活
動
に
た
ず
さ
わ
る
方
々
に
と
っ
て
読
み
易
く
、
か
つ
参
考
と
な
る
も
の
と
す
る
た
め

今
回
定
価
一
部
一
五

0
円
（
年
間
購
読
料
一
、
八

0
u
0
円
送
料
＂
芸
）
と
し
株
式
会
杜
き
ょ
う

せ
い
か
ら
毎
月
二
十
五
日
発
行
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
（
六
月
号
を
御
入
手
済
み
の
方
に

は
五
十
一
年
七
月
号
か
ら
五
十
二
年
三
月
分
ま
て
に
つ
き
ま
し
て
購
読
料
―

r

三
五

0
円
で

お
願
い
い
た
し
ま
す
）
。
な
に
と
ぞ
引
続
き
本
誌
を
御
愛
読
賜
わ
る
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

な
お
、
御
購
読
申
し
込
み
は
本
誌
そ
う
入
の
振
替
用
紙
に
て
「
ぎ
ょ
う
せ
い
」
あ
て
お
顆

い
い
た
し
ま
す
。

昭
和
五
十
一
年
四
可

ぉ

願

Lヽ

株
式
会
社

I 
~文

胄涵i’召化

所媒矛0 庁
51 月

覧文闊報
会月
社化 25 第

g ・I; 

冑庁畠t： ・言

っ 発万
~一

せ 竹

\~‘言
--• ： 

・・-

本
社
東
京
都
中
央
区
銀
座
7
丁
目

4
番
1
2
号

営

業

所

〒

162
京
京
都
新
宿
区
西
五
軒
町
5
2
番
地

濾
話
二
六
八
ー
ニ
―
匹
一
（
代
表
）

猥
替
口
座
東
京
几
ー
一
六
一
番

印

刷

東

京

衰

宏

印

利

株

式

会

社

霞
話
五
五
一

l

-

―
―
二
七

~
~
 

文

ぎ
ょ
う
せ
い

、ft

庁
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